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　国営飛鳥・平城宮跡歴史公園平城宮跡区域においては、基本計画に基づく施設整備とし
て、第一次大極殿院の建造物復原整備を推進している。
　本業務は、文化財の保存と活用を図る視点から、国営平城宮跡歴史公園の施設整備の一
環である、第一次大極殿院建造物復原整備工事および復原建物の維持管理に対して、第一
次大極殿院建造物復原整備検討委員会等（以下、「復原研究等の成果）という）を踏まえ
た学術的な助言及び検討等を行う。また、第一次大極殿院復原研究の国際関係機関に向け
た報告書作成等を行う。
　独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第二十八条第一項の規定に基づく、独
立行政法人国立文化財機構（以下「機構」という）業務方法書には、機構の業務として「
平城宮跡、藤原宮跡及び飛鳥地域における宮跡その他の遺跡に関する調査及び研究」が規
定され、機構の施設である奈良文化財研究所が、発足時から一貫して継続的に平城宮跡の
遺跡に関する調査及び研究を行っているとともに、国営公園基本計画策定の前提となった
「特別史跡平城宮跡保存整備基本構想推進計画」（平成20年5月13日 文化庁）において、
奈良文化財研究所が「調査研究成果に基づき、特別史跡平城宮跡における遺跡保存整備方
針について提案し、その基本設計に関する助言を行う」とされていることから、復原整備
等を行うにあたり助言等については奈良文化財研究所と平成22年度から継続的に契約を行
っている。
　また、文化遺産保護に関わる国際的な非政府組織であるICOMOS（国際記念物遺跡会議）
で1964年に採択されたヴェニス憲章（記念建造物および遺跡の保存と修復のための国際憲
章）第16条には「すべての保存、修復、発掘の作業は、必ず図面、写真を入れた分析的な
報告書の形で正確に記録し、公共機関の記録保存所に備え、研究者が閲覧できるようにす
べき」と記載がなされており、世界遺産委員会による保全状況審査の対象となった場合は
第一次大極殿院建造物復原整備事業者である国土交通省は報告書等により説明する必要が
ある。特別宮跡平城宮跡は文化庁および国土交通省にて整備を実施しているが、これまで
文化庁により実施された第一次大極殿正殿等復原整備の国際機関向け報告書については奈
良文化財研究所が作成しており、歴史的な専門表現方法について統一を図る必要があるこ
とから、国土交通省により実施している第一次大極殿院建造物復原整備の国際機関向け報
告書についても作成できるのは奈良文化財研究所以外にない。
　以上のことから、上記機関が本業務を遂行しうる唯一の機関のため、随意契約を行うも
のである。
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